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lE組織の概要

(1)社名、代表者名、及び本社所在地

社 名           齋藤鋲螺株式会社

代表者          代表取締役社長 齋藤 潤

本社所在地        東京都墨田区立川 1丁目 3番地 2号

(2)会社設立、及び資本金

設立年月日  昭和28年2月 1日 資本金  5′ 000万円

(3)事業の概要

車両及び一般用加工部品の製造

(4)事業所、及び認証登録範囲

(5)環境保全関係の責任者、及び担当者連絡先

環境管理責任者       所属 製造部  役職 製造部部長   氏名 佐藤幸広

環境業務担当者       所属 製造部   役職 品質管理ク
｀
ルーフ

° 氏名 伊東広幸

連絡先                TEL 03-3686-2121    FAX 03-3686-8141
電子メーザレ  h― itoh@saitO―grp.co.jp

ホームページ http:〃 wWW.Saito― grp.co.jp/

(6)事業の規模

※売上比 2017年 100として基準年とする

(7)事業のための許可取得状況

東京都工場の設置の認可 第H26-0013号 (平成27年 2月 26日 )江 戸川事業所

2B対象範囲、レポートの対象期間及び発行日
1)対象範囲は、「1.(4)事業所及び認証登録範囲」欄に記載する組織活動。」

2)レポートの対象期間及び発行日は表紙に記載

事業所名 所在地 業務内容 認証登録対象該否

本 社 総務部 東京都墨田区立川 1‐ 3-2 管理 ○

江戸川 営業部。製造部 東京都江戸川区船堀 1-4-7 管理・製造・運送 ○

第二倉庫 (江戸サ|1営業部) 東京都江戸川区松江 4‐20-19 管理。運送 ○

つぐ超 業部 茨城県つく1飾今鹿島424牛 2 管理・運送 O

項 目 単位 2018年 2019年 2020年 2021年

売上比 113 110 96 128

従業貴数 人 59 59 60 60

床面積 ２ｍ 3′579 3,579 3′ 579 3′579

ページ 1



環境 。品質基本オ針

齋蘇鉄爆株式谷れは、創幸滅ぶ「谷れが造えろ垂は
ど得慧ヤ子亀の守d僕 と卦ることにある」 と舞孝>夏谷 ピ (、

島い倫>E祝 と持 ち法谷起守はもピより、瀬客の
億額と串A待にえ え、島品質4搬品、サービスの
提体 と通 、ゞ広 くれ谷へ貪ば (‡ す。
準社の事幸勝功、搬

『
口が関わる蕨境狙al働 より、

弊社が式すべきtと とすに素式 (、 持′え可絶で
ユか4社会の宍塊 と日常舌(‡ す。
この環境 e品 質基本オ針辻式のため、日様 とまえ (

処羨n'A与 と栓亀 (‡ す。
このオ卦は、谷社員にl司共ヒするピ共に外半にも
l刊 示 (‡ す。

手式 31年 2月 1日

べ永み′や後れ扶

幹泰 濶
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環 理 実 体 制 表

作成

2021年
2010年

2月  1日
7月 20日

承 認 作 成

齋 藤 1升東経 営 者

代表取締役社長 齋藤 潤

製造部長 佐藤幸広 QE管理委員会

つくば営業部 責任者 江戸川営業部 責任者 製造部 責任者 総務部 責任者

営業部長 弓1地浩康 営業詈F長 鶴岡和也 製造部長 佐藤幸広 総務部長 矢島秀樹

従 業 員 従 業 員 従 業 員 従 業 員

役 月馘 責任および4径限

代表取締役社長

1

2

3

4
5

I景堀管理賣任者の任命

環境方針の制定

環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備

環境経営システムの定期的見直しの実施

社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者

1

2

3

4

.環上見経営システムの確立、実施、維持t継続的改薯
~ ~

.代表取締役への環境経営システムの実施状況報告

.それぞれの業務・役割に応し、必要な教育訓練を適切に計画。実施する
環境関連法規の連守確認

部門責任者
1.環ユ露経営システムの方針、実施計画の活動の管理および推進

QE管理委員会
1.環境経営システムの文番、記録の管理

従 業 員
1.環境経営システムの実施計画の実施

2、 環境活動改善の提案

(回覧ルート)

代表取締役 → 部門責任者、環境管理責任者

改版履歴

版 数 改定理由 改定月日 承認

2 全従業員参加の体制を明確化 2012/4/17 齋藤 藤田

3 組織変更に伴う改訂 2014/2/14 齋藤 佐藤

4 組織変更に伴う改訂 2015/2/1 齋藤 佐 藤

5 QE管理委員会の責任及び権限の明確化 2015/3/24 齋 藤 佐 藤

6 組織変更に伴う改訂 2016/2/5 齋藤 佐藤

7 組織変更に伴う改訂 2018/2/5 齋藤 倉持

8 責任者変更 2018/6/1 齋藤 倉 持

9 粟務状況に合わせ責任者を変更 2019/3/14 齋藤 倉持

10 組織変更に伴う改訂 2020/2/1 齋藤 倉持

11 担当者変更に伴う改訂 2021/2/1 齋藤 伊東

着蘇鉄螺様式谷程



5.環境目標及びその実績

排出係数 電力 :2016年度調整後排出係数   [評価基準]○ :目標達成 ×:目標未達成

※1新基準値は、当社の実績値と増加部門(輸送 。電力・灯油・LPC)の昨年度の実績を考慮し

設定致しました。

環 境 方 針 項 目
胡【■ 年 度 目 標 実績及岱平価

新基準値 2021寄V支 2022年度 2023寄V宣 2021年実績イ瞳評価

1

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

(1)電力使

用量の削減

排出係数 0.474

kWh

2018年 30/o削 減 30/o削 減 30/o削 減

189′ 008 X

電 力 181′ 173 175,738 175′ 738 175′ 738

(2)化石燃

料消費量の

削減

排出係数 2.32

ゼ

2018年 40/O削減 50/o削減 50/o削 減

10′317 O
ガソリン 22′ 865 217951 21,722 21ァフ22

排出係数 2.58

ゼ

2018年 40/O削減 50/o削 減 50/o削 減

14′073 O
軽 油 19′ 145 187379 18,188 18′ 188

排出係数 2.49

ゼ

2018年 10/o削減 i°/o削 減 i°/o削減

3′ 122 X

灯 油 2′892 2,863 2,863 2′863

排出係数 3.00

k9

2018年 10/o削減 l°/o削 減 i°/c削減

351 X
LPG 312 309 309 309

言t(k9-C02) 196′ 457 189′700 188′ 6フア 188′677 126′304 ○

廃棄物

2.排出量の

削減

一般廃棄物

排出量の削減
kg

2018年 30/o削減 30/o削 減 30/8削減

6′715 X
6,275 6′087 6′ 087 6′ 087

鉄スクラップ

排出量の削減
kg

2018年 30/o削 減 40/O削 減 40/O削減

7′070 O
フ′380 7′159 7′ 085 フ′085

水使用量

の肖明成
3 水道使用量 耐

2018年 30/O削 減 30/c削 減 30/O削減

656 X
649 629 629 629

化字糎賞

4,使用量の

管理

使用量の把握

の維持
ゼ

2018年 使用量の把握 使用量の!巴握 使用量の把拒

0 O
?/年 を/年 ゼ/年

環境配慮

5.製品・サー

ビスのす是供

不良廃棄個数 イ回

2018年 lS O/o肖」〕咸 150/O肖じ〕成 150/Ottu〕咸

0 O
30 25 25 25

環境教育

の促進
6 教育実施件数 件

2018年 実施件数 実施件数 実施件数

2回 ○
1回 1回 1回 1回
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6.環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

○ :良くできた △ :ある程度できた X:できなかつた

環境目標項目 具体的取組内容
推進

責任者
結果・評価 次年度への内容

新規導入設備の省エ

ネ)レギー検討
造

長

製

部

Xウニンク
゛
の導入検討は、行つた状 コロナ

等の影響も有り、導入までは至らなかつた

LED照明な始 エネ設

備設置検討
製造

部長

O製造部蛍光灯を16灯を、LED照

明とした

①電力

使用量の

肖J浙魂
生産平準化による効率

向上
製造

部長

△客先の短納期受注の影響は続き、

ある程度に留まつた

1)引き続きLED照明など、

省球 設備の設置を検討する

2)引き続き、生産効率の向

上促進

生産量の動向により外

部委託の検討。見直し
各営業

長
に
Ｐ

±
ロ

02019年 3月からの4t車 1輌の外

部委託を継続中

つく!ぎ

営業部長

O毎朝の営業ミーティングにより、横持

ちの効率化を継続中

二
酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

1

②化石燃

料消質量

の削減

物流の効率化の推進

により、軽油 tガソリシ使

用量の低減
江戸川

営業部長

○物流 (納品/横持ち)の効率化を

実施

1)引き続き、外部委託の

検討・見直し

2)物流の効率向上による

自社消費の削減

業務管理

Gr

,゛ ,,―フ
°
長

O倉庫の改善を継続、推進したが、

不用品が発生

２

Ｂ

真

綺

併

組

魚

硝

館

鉄スクラップ

〕F出量の

肖J折魂

不要製螺J在庫の発生

抑制の為の改善を強

化する
各営業

吉F長

△死蔵品の処分を継続推進した

引き続き、不要製螺J在庫の

抑制改善を継続

水道使用量の監4見と

漏水の防止
管理

責任者

○監視、漏水防止1齢盤続

フkの効率的

利用 節水意再観の更なる向

上に努める 全社員
○意識は、向上している

1)弓 1き続き、使用量の監

卒見と漏水の防止

2)節水意翻の定着

PRT慰す象化学物質

の把握・記録
管理

責任者

○新規該当は、有りませんでした

SDSの取得及び管理

の促進
管理

責任者

O新規取得は、新規導入機の使用

オイル、缶スプレー
4

化学物質

使用量の

管理
塗料の使用量の把握 管理

責任者

○塗料は、缶スフ
°
レーで有り、使用本

数を管理した

引き続きt来期も継続

5
環境日じ属

製品・サービス

のユ足供

不良部品個数の低減 製造Gr

ク
゛
ルーフ

°
長

○低減は、良好し各人の意識が向上

した

不良部品発生を抑制する各

人の意離 継続

6
環境教育の

促進

勉強会の実施 管理

責任者

OEA21の活動4犬況、ガイドラインの

要点を説明した。

全体教育の実施継続
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7=環境関運法規等の遵守状況の確認及d評価の結果並献こ違反、訴訟等の有無
(1)関連法規等の遵守状況

当社に関係する環境関連法規等は下記の通りであり、今年度連守状況を確認した結果、環境関連法規
への違反はありませんでした

追守状況確認日 2022年 1月 17日

8=代表者による全体評価と見直しの結果

代表者は、 におけ てヽ以下の通り、21 まヽした。

法律名 要求事項 当社が逮守すべき事項 連守状況

廃棄物の処理及び

清掃に関する法律

産業廃棄物の適正処理義務 収集運搬及び中間処理事業者との委託契約

締結、許可証の定期確認
○

マニフエストの交付、返送日の確認、記録、

保管
○

江戸川区 廃票物の減量、

処理に関する条例

廃棄物の抑制、滅量、

再利用の促進

分別・再利用による一般廃棄物の削減 O
つく1飾 廃棄物の減量、

適正処理に関する条例

廃棄物の抑制、減量、再利用の

促進

事業系一般廃棄物の処理業者への

委託契約低継続
○

東京都生活環境保全等に

関する条例

工場設置の認可の申請、変更・

承継の届ιす出

設置の認可申請、変更の届出、表示板の掲示
〇

東京都生活環境保全等に関

する条例 (騒音・振動)

東京都騒音規制第 3種区域の

基違値以下

コンプレッサー、フォークリフト・トラックの退算云音の

ユ印常」(55dbウt下 )
○

東京都振動規制第 2種区域の

基准値以下

ベンダー稼停力時の振動の抑制 (65db以下)

○

PRTR法 対象化学物質の管理 対象物質の使用量把握
①

消防法 少塁危険物の貯蔵、取扱い 対象物の保管状況管理の徹底(規制値以下) 〇

防止規則 潜接作業に係わる管理 保護具着用、局排設置、じん肺検診実施、

夕胆置
O

自動車NOx・ PM法 窒素酸化物及び粒子状物質の

総量の削減等

ディーゼル車排出ガス規制適合車の使用
○

オフロ…閂去 オフロード車を使用する場合 規制

日以降製作車は適合車を使用

排出ガス規制適合車の使用
○

浄化槽法 年1回の浄化′1密の保守点検及ぴ
清掃の実古伍

年1回の浄化構の保守点検及備 掃の実施
及び点検結果の確認 O

フロン拶FI当 :印常い去 第1種特定製品の管理者の

判盤F基堆と声ょ`る事I画の連守

エアコンの年4回の自主点検及び7.5KW以上

の対象機器の専門家による点検
○

項  目 内   容

1.見直し実施日 2022」牢4月 12日

2=出席者 代表取締役社長、環境管理責任者

3.華風イ当した1青華限
①環境目標達成状況、   ②環境活動計画の実施及び運用結果

③環境関連法規等の遵守状況 ④外部からの苦情、要望等

4.代表者の評価

.2021年度は、作業環境 (サーパー室/第二倉庫改修)改善済

結果としてC02削減に効果が出せたと考えております。

環境目標は、一般廃棄物削減及び水道を除き、目採達成力帯できました。

今後は、一般廃棄物及び水道使用量削減に向け、QE委員会で改善検討を造めたいと考えております。

・環境関連法規制の遵守は確実に実行されており、近隣住民の方の騒音苦情も発生しておりません。

見直し項目 変更の有無 変 更 の内 容

①環境方針 有・∞

②環境目標 有・鬱

◎環境活動計画 有・(畑

5.見直しの結果

①環境経営システム 有・御
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